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樺 太 の 4 ワ ナ （1 ）

ア メ マ ス と エ ゾ イ ワ ナ

石 田 壽 老 JURO　ISHmA

名古 屋帝國大 學 理 學 部生 物 學 教室

緒 言

　大島 （19謝 に依れ ば ， 樺太 に は次 の 2 種の イ ワ ナ が 淒息す る 。

　ユ． ＆漁 諞 鵬 lettcomaenis（PALLAS ） ア メ v ス
，

＝ ゾ イ ワ ナ （大島命 名＞

　2． ε、、lveiirvits　 ｝
’
）mlma （WALBAVM ）オ シ ヨ ・ コ

，
オ シ uv コ マ （樺太 ）T カ ラ フ ト イ ワ ナ 伏

’

　　　島命名 ｝

　田中 （1927）は 此等兩者は 同一種 S．t）lllh）Lfl で あ つ て ，型 （form＞σ）差に渦 ぎぬ とす る か

ら彡くの 如 くに な る ．

　 1． SLtlveliner．k　raalm α teueemae，麟 （PAL鵬 ）

　 2． SaLTvelinuk．
　 rrzrelivam　 tsuzlma （WALBAUM ）

　上記爾者は 標本が新鮮 に して 良 く出來て ゐ る場合 には ， 殆 ど區別が つ か ぬ と云 ふ 樣な事 は

な い が，あ ま り古 い標本や 出來の 悪 い もの で は ， 左様な場合 も稀 には あ る e 然 し多數の 標本

を 精査すれ ば，變異が 甚だ 多 く確然た る 差異點 を指示 す る事 は容易で ない
。 是れを 種 とす る

か ，型 と觀る か は意 見の 相違で あ る か ら ， 筆者 に は其の 刹定 は 困難 で ある。本文に於て は 田

中 （1927｝に 從ひ ， 型 の 差 と見 る。筆者 は 形態的，生態的見地 よ り ， 此の 1 種は次 の 4 型 に

分 ち得る と考 へ る 。

　1． Sa；velinits　nialfna 　letzeDengeit／is（PALLAS），
　sea −run 　form 　降海型 　ア メ マ ス

1＞

　2． 磁 勘8醜 麗 inα17na　letteOPti・ae ：zi．｛（PALLAS ），
　dwarf　form　淡水型 （矮小 型 ） エ ゾ イ ワ ナ

】）

　3． 畆 ・8‘漁 暫 〜瀚 ・睇 ・・ 二，脇 （w ＾ LBAVM ）sea −a・un ［orm 降海型 オ シ ヨ ・ コ
1）

　 4．．Sflk．，eliaisds　 7ru／igfn ・m　m ｛dmfe　 （WALBAUM ），
　 dwarHorm 淡水型 く矮 小型 ） カ ラ フ トイ ワ

　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 ナ
1）

　標本 の 探 集 は ，樺太東海岸區 に於て は敷香附近 の 幌内川河 口 ， 同上流の 保 惠川 ， 馬群 潭川 ，

散 江近 海 ，西海 岸霞 に於 て は 多蘭 泊川 ， 古 丹 川 ， 樂磨川，樂磨近海 ， 阿庭灣區 に
’
於て は 多蘭

内川等 よ o 行つ た．

　本報文は ， 昭和 11〜 12 年 （1936〜 37）筆者が 樺太 に滯在中， 採集 t 觀察 した標本 を東京

帝大理 學 部動物學教 窒 に於て 當 時の 主任 數 授田 申茂穗先 生御指導 の下 に 獗 究 し， そ の 大略は
『

既 に紹和 13 年 11 月 目本動物學會例會 に於 て 報告 しf が ，茲 に 更 に記 鋒 し， 大方の 叱正 を
．

i） 混 亂を避 け る た め ， 批等 の 4 型 に 斯 くの 如 き和名 を 當 て L は 如何 か と 考 へ る 。
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仰 ぐ事 と した もの で あ る。 日本産イ ワ テ の 研究 に 關 して は 大島 正濔 博 士 の 永 年 に亘 る御研 究

が あ b 、殊 に筆者の 滯 島中樺太 に も御 見 えに な つ て採集 され ， 當 痔その お 供 を して 種 々 御 教

示 に 與 つ た 。

　稿 を 起す に當 C’），懇 篇なろ 指 導 ，激勵を 賜 h た る 田 中茂徳先 生 に深 き感 謝 の 意 を衰 し， 又

有釜 なる 助言 を 與 へ られ た る 大島正滿博士 ， 研 究の 方 法 を手 を 取 つ て 歡 へ られた 先遊冨 山一

郎薄士 に 鳴謝す る．標本探集 に 多大の 助 力を 吝 まれ ざ G’± し樺太 廳中央 試驗所水 産部 金 田源 吉

氏に 厚 く御 禮 申 し上 げ た い 。

己
畠F
苜

’
載

　 1　＆ ilvetinus 　malma 　leucomaenis （PALLAS ｝，
　 sea −run 　 form　降海型

　 ア メ マ ス （樺太，北海邁．東北），
エ ゾイ ワ ナ （大 島命名 ）1 ア メ マ ス （筆者提唱 ）

＆癖 羸 睇 ？nf ‘if）lt’c （、VAI．BALLIS ）
− TAM ｝ζA ，

　 Fi81｝es   f　 Japa ］〕，　 CCJ ，）こVII
，
　 pL　 CI・XXX

，
　 fig　4YIL）．

　　 　 ］El：IT ； Hokka 画 ，

　 A ， 孵化後未 だ 川に 留 り，漸次降海 せ ん とす る幼魚 （圜版 1，A ）。、昭和 12 年 5 月甦1海岸

區 多蘭泊川に 於て 金 田採集の 2 年雄魚標本 の記 載 ： 尾 鰭を除 ける體長 は頭 長 の 3．67 倍，體

高 の 4．四 倍 ， 頭長 は 吻長 の 3．45 倍 ， 眼徑の 4・12 催 ， 眼間距離 の 3．SS 倍 ，尾柄の 高 さ の

2．82 倍 ， 上 顎後骨 の 長 さ の 1．tu 倍 ， 背 鰭基底の 1．93 倍 ， 前方 （最長 ）軟 條 の L55 倍 ， 臀

鰭基 底 の L7．7C） 倍、「前方 （最長 ）軟條 の 1・83 倍 　胸鰭上 方 （最長 ｝軟條 の 1．r・，S 倍 ， 腹鰭外

方 （最長 ）軟條 の 1．93 倍 ， 尾鰭外方 ｛最長 ）軟條 の 1．29 倍 ， 中央軟條 の 2．OS 倍 ，背 鰭

1
，
1

，
11 （12 ）； 臀9鰭 1，：〕（ユO）；　胸鰭 1

，
13 ： 復魚耆 1

，
8； ，望素耆　1，5，

ユ7，5，ユ；　鮒 5耙　15 ： 鯱矩契峰　ユ21 幽

門垂 1S ； 昆 を 除 ける謄長 111　mm ，

　 體 は適度 に 長 くて 側 扁する。背縁 の 屈 曲度は 背鰭 前方 に於て 稍 k 大 で ，媛方 に 於 て は綏や

か ，腹縁 は 前方に 於て 殆 ど屈曲な く， 臀鰭後方 に て 急 に上方 に屈 曲す る。尾柄 抑 高 さば 普通

で ， 體全體の 調和 が よ く取れて ゐ
・
る ．頭9Sも普通 で 吻端ば 尖る詣艮は 比Ute・e，大 き も 豆鬮 妨

前端 に近 く位 し，
口裂斜 で 大 きく ， 上顎後骨は 眼 の 後邊 よ （・後方 に來 る ． 鯰 蓋は 胸鰭基音陸

被はず。背嬉 の 起 點は 尾鰭 の 基部 よ h も吻端 に近 い 。胸鰭は 短か く，其 の 先端 は 腹 蛯 起 點 と

の 中點に 到着 しな い。腹鰭 は前者 よ わ  小 さ く，その先 端は 肛門 と鰭の 起 皸 との 中央部 に 漸

く逹 すろ 。臀鰭 普通大で ， 尾鰭の後縁 は 分叉 す る。體 の 背部は蒼友色で 腹部は 色が 竣 く，稍

々 黄色 味を帶 ぴる 。 體側 に は不鮮 明な 楕 圓形黒斑が 羅列 し， 側線の 上下 に ， 稍 々 相 稱的 に ，

瞳孔大 の 輪廓不分明 な白色の 圓點が散在 し， 夫 等 の 間及 び背部には 小白點多 數散布 し ， 是等

は薪鮮 時 と い へ ど も 朱紅色 を呈 す る 事が な い 。頭部 は 一様 に 晤友色 で あ る 。背鰭 次色 で ，前

方上孚部 に 著 しい 黒色帶が あ ろ。尾鰭 σ）後 端 は 黒 く縁取 られ ，上 下 の 先 端は 一
暦明 白に 認 め

られ る c 胸鰭 ， 腹鰭及び臀鰭 は 荻白色 で ， 最長 軟條附近は 白色を 呈す る。

　 觀察 2ユ 個疆 の 晋黷1に依 る變異を記 す と， 尾鱸 を除け る體長は 頭長 の 3．50−・4，12 倍 ， 體高 の 4．葡 一5．20

倍 頭 長は吻長 の s．3i）−v3 ・8  倍， 眼徑 の 4 ｝2− 5茄 倍 眼問躑 註の 3・60〜4瀕 幟 尾柄 の 高ざの 2・δ5〜零釦

借 背鰭基底 の ］・85一螂 倍 ， 前方 （最勘 軟條の ユ・32〜聰 倍 ， 購 蒼基底 の 2 如 〜2、9ア倍 ， 前方 樶

長）軟條の L67〜1・93 倍 ・ 胸鰭上方 〔最長）軟條 の 聴 2〜iβ6 倍 ， 腹鰭外方 （最長｝軟條の 1．80＿2，15

N ・ 尾鰭外方 （最長 ）軟 條 の ユ23〜1・4］ 倍 ， 中央軟條 の 1・93−−2 ］6 倍，背鰭 亅，】，
10〈11：1−−1，

1
，
］：CI3）；

・臀鰭 1
・S−vユ・9； 胸鰭 1・lis；腹鰭 コβ；尾鰭 1

，
5

，
17，5，

】｝鰓 親 工3− 16
； 鰓膜條 10〜1蠶； 幽門垂 ］5〜22≡ 雌
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樺太 の イ ワ ナ （1｝ ア メ マ ス と エ ゾ イ ワ ナ 39

雄比 ESL・♀ 絶 3，尾鰭を除け る賑 は 9胴 41
　
mm ・

本 躰 晒 海岸尠 蘭泊川 にて ・一・ 月の 候 得 らn ・　 k ＊・LI後は殆 順 られ な か つ た ・ 脊

鰭に 勵 て 購 羅 鰭 が あ ・・慨 鰭 の 麟 礁 櫞 取 られて h ・ の を攤 とし1 後に記 す

が 如き淡水型 眦 伽 點に於 て 齪 ・翻 ・1せ ら槭 降海型 Okbkdi ・黼 ・黒舗 薦 編 實

は 飄 。 燭 1・933）が 伽 ・励 ゐ・一 … サ ク ・ y ・ の 幼鱈 る vv ・ に於て發 見 し’ ＄

者 （、93s）は 之れ 囑 を 異にす・ ア ・ マ 矧 幼魚蹴 て 橢 し澗 田 （1939）は 傭 漁

ギ 。 マ 級 び 伽 鰤 心 マ ス の 降海 魚に關 して記 録 し・鷯 （1940 ）は早 くよ リヤ マ メ に

就て 此 の 輜 を 指摘 したが 謀 の 嬬 シ・更に 儲 に記載 して ゐ る ・ 然 し北海躰 醂 にて za

れ たイ 。 畑 標紳 唯 ・尾 にこ の 艶 帶力励 洞 時に 洞 所 にてza　1・t・tS　m 標本 に （
・　’s　
・t の

色帶が なか つ た 事實 を ，

’
既 に 田中 （1927 ）が 報 じて ゐ る。

　B ． 降海後滑岸に 於て 獲 られ る 成魚 （圖版 1
，
B ＞。

S。励 厩 僧 礁 P ． LI ，。 ， − B ・ ・lv 。。・
’
・，

　Exp ・ Ll・・J・P・n ，
　 ・・　．P76 ・　pl・　X ・　fi9・3・

13歌 Hak °datビ・

S跏 伽 ，＿ 〜，。。 （W 。 ＿ ・・ ）
− T ∬ 、・ 1・ A

，
Fi・hes　 ot

’
　Jayla・ ・

GCI・XVII
・ P］・OLXXX ・fi・・4921

192下
，
Akkeslli．

聯 、舞 閥 2。磔 麟 岸に 於 て 地 曳網に働 鰈 嚇 驃 本 の 記載 ・ 尾鰭 を除 けろ體

齡 賑 の 柵 倍 膿高 の 4、捌 普頑 長 鯛 長 の 3，42 倍・眼徑の 5・9° 倍 選 騨 脚

3．3｛1 倍 ，尾柄 の 高 さ σ） 2．5  倍 ，上顎後骨の 長 5 の 1．：3r） 倍 ， 脊鰭基 底の 1．91 倍 ， 前方 （最

長｝軟 條 の 1．73 倍 ，臀鰭基底 の 2．71 倍 ， 前方 （最長 ）軟條 の 1．8f， 倍 ， 胸鰭上方 （最長 ）

軟條 。）　 1．・・ 倍，離 肪 （最長 ）輒 脚 2… 倍 T 鞴 肪 （最長 ）轄 の 1・3鵬 沖 央

軟條 ，， 2，・〔暗 脊鰭 ・，
・

，
1・（・2）、 臀鰭 ・

，
9（・0＞・ 胸卸 ，・3 ・腹鰭 ・

・
8・ 尾鰭 1

・
5

・
18・5，

1・ 鰐

耙 1S； 鰮膜 條 ユ2； 幽門垂 12 ； 側線 上 の 鱗鮮 〕200 ｝ 尾を除け る體長 272mln ．

　k 鮮時は全身 銀白色 に て 被 は れ ． フ オ ル マ リ ン に 浸せ ば 時間σ）經 過 と共に 黒ずん で 來 ろ e

｛購 。止 下 に は 眼 徑大 ・哺 々 歪 み 疏 る 論 鰡 湖 灘 膕 形 の 白色離 灘 す る 潛 象篏

色で 袢 部に黒色帶が あ る縄 鰭 研 麦端は 稍 ・ 黒 色 に 縁取 られて ゐ るが ， 其 の 齢 蕭 己河 川

に ゐ る もの よ 1｝淡 くな つ て ゐ る。

驟 5 個體 の 識 購 依る 變黠 記す と，
　 Eetage除け る 賑 は 賑 の 4・°CI− ‘・b’° f9・ 鸛 の 4・ls−“

5．］2 倍頑 長は 吻長 の 鋼 諡 42 倍 眼徑 の 5SO − 7，50 倍偶 問距離 の s．°°一一3．b° 倍 ・ 尾柄 の 離 の

脚 噺 7 倍， 脊難 底の 1．s3・− 2．lo 倍，脊鰭前方 鱶 長）軟條 の 1・・59−−1・96 倍謎 鰭底の 2・4e〜°・・f’°

倍、前方 （最長）軟條の 1・6’8　一一L）．09 倍 ， 胸鰭上 方 （最長）軟條 の 1．56〜1PO 倍 ， 腹鰭外方 （最長 ）軟條

の 1．S3＿e
． ．IHt　ne， 囓 肪 儼 長 嗽 條 の 餅 〜聯 借 中央軟條 の 1・90−−2・40・fS・ 背鰭 1・1・IO（ll＞〜

1
，
互

，
1，（12）；　畢芽鰭 1β（Ω）〜」．9（里0）；　腎軻1鮭垂コ

，
ユ3；　腹鬣蓍1，8 ；　尾鰭 1

，
5

，
17

，
5

，
Ii　鰍耙 ユδ〜16；　鯰睦莫修簔］2〜14 ；　幽

門 垂 12〜2］； 雌雄比 8 ：♀ ＝ 3 ：2； 尾を除げ る饐長 272〜3531 τm1 ・

　本標本 は 西海岸樂磨浩岸に 於て は 7
，
S 月の 候地 曳網に て 獲れ ， 脊鰭 の 黒色帶は 未だ その

名殘 りを止 め ， 尾端は未 だ充分に 黒 く縁取 られて ゐ る 。此 れが A に記載 せ る 幼魚の 降海せ

る もの で あ ら う とい ふ 想像 は極 め て 自然で は な い か と考へ る。筆 者は河 川 にて 採集せ る標本

の 脊鰭に ，

・黒色帶の あ る もの と，な い もの と二 様あ る事實 に氣付 き ， 奇異の 感 に打た れて ゐ

t が
， 偶 々 樂磨沼 岸の 殘橋上か ら其 の下 に 泳い で 來た ア メ マ ス を 觀察 中 ， 此 の 黒色帶が非常

に 明瞭に 脊鰭 に現 はれ て ゐ る事實 に 氣付 き， 俄然會得 する とこ ろが あつ た 、 早速 既得の 標本 を

再 見 したる とこ ろ ， 浩岸 で 獲れ Yこ標本 中小さい もの 程．此 σ）黒色 帶の 殘存す る 事・を確 め得た 。
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然 し海 中に ゐ る の を 上 か ら財 塒 程顯 著 で はなか つ た。 礪 で 入手 け 、標本 に 就 淋 艇 イ
ワ ナ 掬 め て 記糺 た B 跚 ・・RT （・s56）の 躙 に は潮 に 田 中が 擺 商しナ、奴 本交 記 載に

　は こ の 事が ない に も拘 らず ， 明か に 此 の 黒色帶が 議か れて ゐ る e 又 田 中 （192の の 記 載 ， 圖

　示 した 北海道 厚岸灣採集 の 懍本に も此 の 黒色 帶 ， 黒縁が あ る
。 而 も記 事 中 IH北海 道木 目村に

て採 れた る イ ・ ナ Wh7pt中唯 ・尾此 ・　．1　＃．色帶を繊 に 鵬 桐 時 に 隴 に て とれた 鍵 の 標

本 に 眦 の 色融 し・ と挑 か 鯛 ヒ髄 に 於て もか ・ 繝 励 雛 す ろ 事力
・
継 ，北髄 の

湖 に降 る種類に 之れが あ る か ど うカ・

陥 で 麟 が 深 田 （・嚠 嚥 告 をコ ま それ に關す る 記
事が ない燃 し海に降 嬲 合 と触 ・降 る の とで は 蟾 的 條件 eSCな h ，

　neに降 紡 贓 は 降

　海型 で な く淡水型 の 中に 含 まれ るか も知れない
。

　　C． 海 よ り川 に産卵 の た め遡 上す ろ 親魚 （圖版 1
，

（
「

），

　　
S‘乏こ脚 ♂・一 … 断 ・L ・… 7・ ・。9・・R 。・ S。，A ・ 岻 ・1］，　 IS］】

，
　P ．蹴 1圃 1。1

・
＿ d ＿ ， 1と

　 sl ］ore 　of 　kam 山 atkF 【，

　 昭和 2 璃 脇 蘭泊川下 流に 於 て 伽 晦 痂 耐 ・・’げ 妊 共 に 遡上 せ i）　tJの 、制 亅採集
の 驟 本 曜 載 ・ 尾鰭 を除 鵬 體長 踊 長の 4… 倍 趨 高の 紹 倍 瀕 魚 ま・・脹 の 2川 喜，
眼徑 の 脚 倍 韻 間牒 の 2・s5 倍 尾柄の 高 さの 鰹 倍 ， 一躡 後骨 の 長 細 肥 倍，
騰 基駒 聯 倍講 方 樶 長 ）軟 勲 工・・轄 ，難 基底の ・．7〔・ 倍 揃 方 碾 長 、 礁
の 嫌 倍 齷 一防 樶 長 ）軟イes肌 48 倍，櫛 鮴 方 儼 長 啾 條 の ・．… 倍 混 鰭筋
（駁 燉 働 MS 倍 ， 映 軟｛知 ・… 倍 ， 臓 ・，・，

・エ（・2）、 飜 ・，・・（・）、 胸脚 、1、，
、 腹

鰭 1
，
8・ 尾鰭 1

・
4

，
・7・5… 贓 ・6縄 難 … 幽門垂 ・2 麟 黜 2・・ （騰 一e．）、 尾鰭 鰈

ける體 長 380nun ，

・體は灘 に長 くて 側亂 ， 尾柄稍 kEEeS ．し側扁す．上 下 彌 外黜 瀕 る 綏や か に k が
’
，i

，

囃 は題 的に 大に して 稍 硬 厚す る 。眼 鵬 ・ 小 さ塙 く側 在 し杢 く卸 ・前牛 に あ h ，　 a艮
間距離廣 く， 口裂 は 斜で 可成 ‘，大 き く， 下 顎は上 顎 よ ‘〕前方 に 出 る。上 下 両顎に鏡い 齒が並

ん で ゐ る・嬾 齟 は 脚 囎 畷 方 に 逹 す る
。 脊鰭 は尾鰭韈 齣 も・雛 先端に f軌 ：近

く沙 し く凹形 を した 飜 縁 鮪 す ．指鰭 ｝堺 鰭基轍 端 の 上 方に 在 幅 礁 は 低 く下 方 に

存 し談 鰭 齦 位に して 脊鰭戡 の 諛 よ ・，拗 講 鰭 に 至 ・ 驟 鉾 で あ・ 混 焦顧 後縁
は膨 で あ る ・鰍 働 て 小 隷 圓鱗で 頭部 に 醗 く鰤 嚇 ワ オ ル マ リ ・ に 灘 る躰
で は ・體 の 黼 黶 艶 で 腹部は色 嶋 淡 く・ 側線 畦 下 に は 眼鰍 の 輪廓不分 嚇 白色斑
紋が 散在 し淌 ・鳳 嘱 多 轍 布す ・漸 羈 睡 身軸 蟄 以て 被 襯 、哨 部 睛 嚇
く灘 は 白い ・新購 とい へ ど 絞 紋は 鵤 を 帶 碑 こ とな く， a つ そ の 斑 概 銀白色 evtこ
eb　e： 殆 讎 め熱 ’程度で あ る ・ オ iV ・

−
e　I」 ・ に UV ば 鰍 黒ず 歓 第に 鰍 も蹴 ・に 出て 來

る頭 部 は
一‘exに 轍 色で あ ・r）　．背魚耆雄 礁 齢 鰍 ど期 影を止 め 無 ・。他 礁 跋 自

色で あ る。

糎 本は 鋤 泊 川鯲 て は 1．　．a下 ・i」よ Gl… 肚 句 に 州 て … 吻 蜘 湘 。 に勤 匿並 1＝
相 共に醐 吐 め魁 す ・・馳 ま後に な ろ に つ れて 銀 白色 淡 らぎ灘 色旆 び る．離 も
海 に ゐ 塒 曜 色柏 色鱒 ぴて 來て ゐ ろ． 助 ラ マ ・ 鯲 て も 同様に 峰 灘 問 もな 隅
傭 伽 晦 勲 賜 ・め 韻 ・e ・ ラ ・ bv ス 犠 用 の 達網 に 踊 腋 入 e、

， 黼 勧 黜 帶は
勧 て 顯著に存在す るが

・ 産卵の 爲 1・遡上 す 襯 魚で は是 が 全 備 失 す 藤 實 と．澱 で あ tt｝ 一
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樺太 oi ，ワ ナ （1） ア メ マ ス と エ ゾ イ ワ ナ 351

拶 勅 囓 軅 方 面に て 昭 租 2 年 7・n　（cm 魚 を 綵 集 しπ が 同檬に 鞴 ， 黔 ｛蜘 こ なか つ

た。

2S 。 lvelinu。・ malma 　leu・・ m ・・nis （PALLAS ）1，　dkvp．yf　 f。m ・ 淡 ・躍 （矮 小型 ）

　ア メ マ ス 〔樺太 ， 北海道，東北 ），
エ ゾ イ ワ ナ （大島命名〉1 ア メ マ 7．の 淡永型 ｛矮小型 ｝｝ エ ゾ イ ワ ÷

（筆渚提唱）

　凡 ‘〜写幽 7El8 〜塑 晒 ，η ‘‘纏 5 （PAI．1，．tS ）
＿（｝ST−rlコ［，t ，

　Shuknb “ tu　oy （ibi 面 bu 璽．u
，
6，

1496
，
19b8．

A ． （鬪版 ・・，A ）1召和 2 年 6 膵 太 多蘭 泊川に て 金 田採集嵯 標本 の 讖 ・ 尾簾 除 け

る體長 は厳 醜 87 倍 ， 黼 の 4・）・ 培頑 長 は 吻長 の 跚 倍 ・ 糶 の 麟 群 艮闘驟

の 3，S3 倍 ， 尾柄 の 高 さの 2．47 倍，
上 顎後骨 0）長 さの 1．75 倍 1 脊鰭基 底の IS7 倍，前方

（最長 ）軟條 の ユ．勝 倍 ， 臀鰭基底 の 2β3 倍 前方 （最長 ）軟 條 の ユ．7ろ 倍 ．胸鰭上方 （最

長 ）軟條 の 1．62 倍 ， 腹鰭外方 （最長 ）軟條の 2．00 倍 ，
尾鰭 外方 （最 長 ）軟條の 1．40 倍 ，中

央軟條 の 2，21 倍 ， 脊鰭 1
，
1

，
11（ユ2）： 臀鰭 ユβ（9）； 胸緒 1

，
ユ翫 腹鰭 1、7； 尾鰭 1

，
5」7，5・ユ； 1隻忠

耙 18‘ 鮒膜條 151 幽門垂 14； 尾鰭 を除 けるes長 1133　mm ・

　體は 邁度 に 長 く稍 ft側扁す る も， よ く肥 厚 して 丸 柴を帶ぶ ．鰓蓋は 胸鰭基部 を被 は ず 體

傭 部 は骸 色で 腹部は 稍 讃 色 を帶ぶ ．體側 に 不 鮮 明なろ 楕麟 燻 斑 が 羅 列 し，側 ke，　cD ．　1：

下 に瞳孔 よ a−）
’
・i． 小な ろ 輪廓稍 々 不分明 な 白色購 轍 在す る淇 の 周 圍に （S メ 弘 ン 多 くa

つ 圓點内 に まで メ ラ ； ン 粒 が散在 す ろ e 生時 と云 へ ど も朱紅 色 を 呈 す る事 な し。脊籍友 色で

黒斑 は存在 せず e

　 同時に 採集せ る觀察個體 19 の計測に よ る變 異を記す と ， 尾鰭を除ける體長は頭長の 3・r51−−4．LtD倍，

髓 の 4．aコ〜5．5。倍頑 長は 吻長 の S，14−−b．73　nv，　ma徑 の 4・46 −−5・7〔暗 醍 閻 讎 ゆ 3・4°〜”・77　1音，

闇 の 高 さ の 2．3アー−L）．6賠 ， 上顎f曼骨帳 さ の 踊 一2・15 倍 ・ 鰭 基底 の 鰯 〜鰯 倍潮 方 （itf・ ）

瞭 の 珈 〜L離 潜 鰭顧 の 2，・9〜螂 億 前方 （賑 蹴 條の ・み 2・°曙 ， 離 上方 （脹 ）

轆 の ・．4詞 ．賠 ， 驍 外方 （最長蹴 條 の ・・脳 2』8 借 尾緲 塾方 儼 長 隙 條飢 29｝励 倍・

中蠍 條 の ？．oo−− 232 倍，黼 1
，
1

，
・。（・・）

一一1
，
］

・
U （ユ2）・ 驪 1

，
1

，
7〔3）・− 1

・
1・tt（1〔1）・ 月鞴 ］II3 … 腹鰭

　1
，
7］ 尾鰭 1

，5，
17

，
5

，
1： 鰓耗 ］．40pls ； 鰓膜條 12・一］5； 幽門垂 ユ3〜23 ； 蝦・雌比 ♂ ：♀ 昌 三翫 1； 尾鰭 を 除け

　る冒豊長 102〜2251m ：L

　 B ． 個 版 ・LB ，C ＞昭和 ・・年 ・・騨 太 多繭 酬 に 於て 金 田採葉 の 雄標本 ・囃 載 ・ 尾鰭

を除 け る 體長 は頭長 0） 4．00 徭 ， 體 高 の 4．50 倍 ，頭長 は 吻長 の 3．70 倍 ， 眼径 の 4．50 倍 ，

眼間距離 の 3、60 倍 ， 尾柄の 高 さの 2．40 倍 ， 上 顎後骨の 長 さの 1．90 倍 ， 脊熊墓 底 の 1．S 

倍 ，前方 （最長 ）軟條 の 1．57 倍 ， 臀鰭基底の 2，77 甑 前方 （最長 ）軟條 の 1．72 倍 ， 胸鰭

上方 （最長 ）軟條 の 1珊 倍 ， 腹籍 外方 （最 長 ，軟 條 の L） 、OO 倍，臀籍 外方 〔最長 ） 軟條 の

1．49 倍 ， 中央軟條 2．06 倍 ， 脊鰭 1，1，11（12）， 臀鰭 1，1，8（0〕； 胸鰭 1，13； 腹鰭 】
・
7

； 尾 鰭

1
，
5

，
17

，
5

，
1； 鰛耙 17 ；尾鰭を 除ける 鵲長 144mnL

　 鱧側 の側 線上下 に散在す る ， や i 黄色を 帶び た ろ 白色 σ1斑 黒占は ， 前記 A に 比 して大 き く

腹徑大 に して 輪廓不 分明で あ る 。 下 腹部側而 ， 胸 嵐 臀 の 各鰭 ， 尾鰭 σ）上下 爾端は 淡い オ

　レ ン ヂ色 を 呈 す るが ，腹部下 面は 白色で あ ろ．

　　同時に 採集せ る纓察個蠶 12 の 計測 に よ る 變異を記 す と ， 尾鰭を除け る體長は 頭長 の 3、輾 〜4、16 倍 ，

．體高の 4．34−一・5．OL）　er，頭長は吻長 の 9．ユ4−−3．70倍 ， 囎 の 4・5樋 呂5 借 騾 繊 ゆ 鋤 〜謝 借

、關 の 高さの 2．25A−L．61 倍 ， 上顎後骨の長さ の 粥 一1・95 偽 脊鰭顯 の ユ・65〜漁 臨 前方 儼 長 ｝
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3δ2 石　　 田　　 壽 　　老

轄 の 1幽 一聯 倍・ 臀醜 底 の v
・ ・4CL−− 2．77 倍 ， 前方 （鰌 ）軟條 の 1β4〜 1．8賠 ， 胸鰍 方軟條の

一．
ユ・45・− 1．67 倍， 腹鰭外方 〔最長）軟條の 1、70−−2．03 倍 ， 尾鰭外方 （最長）軟條の コ29．　一．・1．5ユ倍 ， 中央軟

1

條の 1刃5訟 30 倍 背鰭 1
・
1

・
10〔11）〜1

，
1，11（］2 ｝；臀鰭 1

，
1

，S（9｝・− 1
，
1

，
9（1。）；胸鰭 1

，12’− 1，
13；腹鰭 1

，7；

尾鰭 1y5
，
17

，
5

，
1〜1

，
5

，
18

，5，
1
； 雌雄比 6 沽 ； 亅2：0； 尾鰭をF余ける礁長 139 〜 222　m 川 ，

　本型 は維 生淡水に留 まわ海 に降 らな い 。普逋 か i る 場 合に は 陸封型 とも云 は れ うが ， 批 の ・

語 は 本來降海型 な る もの が ， 地 理 的，物理 的條件 に依 り彊制的に淡水 に 止 め られ
’
た場 合 に 適

合す る 拷 へ る
・ 雌 に云ふ 淡水型又 1ま矮小 型 と云 ふ 種類は ， 寧 ろ 舳 1：降海 鵬 る條件 に

あ るに も拘 らず ， 肯且つ 淡水 に留 まる もの で あ る
。 樺太 に於て は ，現 に同 じ 河 川に 同棲す る

』

既逑 の 降海型 幼魚は降海 す る の で あ るか ら ， 地 理 的に しろ ， 海水 0）温 慶 に しろ ， 當然海 に降
C’〕得る 條件 な るに も拘 らず ， 河 ロ まで は分布す る が 海に は降 らな い 種類が 存在す る と云 ふ べ

きで あ る。從 つ τ陸封型 は 當 らな い 。本型は 上 記降海型 の 幼魚に比 べ
， 脊鰭 ， 尾鰭 の 黒色帶

の 現 は れな い 以外 は ，殆 ど區別點 はない 。筆者は樂磨 川上 流に 於て 昭和 12 年 4 月雪解 け早
・e・r の 頃 ，

2釦 mm 程 の もの を探集 しk 。聶 らく年中則に棲息す る と考 へ る。上記 の 如 く6 月

採集の 標本 で は 19 尾 中 1尾 の 雌 しか なか っ た。］1 月 の 標本で は 12 尾共雄 の み で あ り其の ・

雄 の 精欒 は 甚だ 大き くな 鉱 成熱 して ゐ た。果 して 本型の もの が成熟産卵 す る や 否 や は ， 成
熟せ る雌魚を 得 る ま で は 確言 が 出來 な い 。此 の 點 サ ク ラ マ ス の 幼魚の 雄 は 降流性 と淡水 性 と

兩型 あ 航 雌 は全部降海す る と云 ふ 事實に 酷似す る樣 で あ るが ， 然 し昭 和 ユ2 年 7 月亞庭 灣

區 多 蘭内 川 よりの 慓本は UO 〜 120　lnl／l の 小 さい もの で は ある が
，

23 個 體 中 6 ： ♀ ＝ 12 。11
で あ っ た。

　C ． （圖 版 1玉
，
D ）［FhJ和 U 年 11 屠及び 12 年 8 属多蘭泊川に て採 集 の 稚魚。

　尾鰭を 除ける 體長 50n ｝m 内外の 稚魚が 數尾得 られた 。此 れは 果 して 本型 の 稚 魚か
， 或は

次 に 記 すが 如 き型 の 夫 れか は 今の ところ孚lj定 し 難 い。盗 ら く兩者の稚魚共混 つ て 區別 し得 ら

れ な い と考 へ る，體 側 の 斑 點 は不 規期で 朱紅色ば ない ．

　　　　　　　　　　　　　　　　　　丈　　　　　獻

　as
“
zak9 （］9・・39，・ 樺太 の イ ・ ナ に 就 て （蘓 鮨 ）．難 ， 51，55． 岡田雋 （1939 ）： 鏘 肋 鑢 ．

動‡望， 51，21
．
庁．

　　　　　　　　大野磯吉 （1933）： 北海逋産 サ タ ラ マ z の 生 活史．鮭 鱒彙報，
Vo1．ξ，

　Ne．3＿4，　 大

軅禦
38
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鋤
謙 碧

　　　　　　　　　　　　　　　　　　 固　版　競　明

　　　　　　　　　　　　　　　　　　 第　1　圃　版

tSalyerinv ．s　 rnatma 　tett（’om ・fvartis （P ・ 1’・ ・s ），
・・ea −ren 　fetn ア P・・ v 　x 降覯

A ・黼 す る 以勤 ・ 剛 1喉 息す 拗 魚 診． 榊 嘸 色帶 ，尾鯱 端 は 黯 徽 取 られ て ゐ る．脚 ・2−・

年 5 脇 蘭泊川 に て 採集．磁 以外 の 豊 は す べ て 鱗 を省附 。

B・鼈 儲 岸踞 載 鰓 謂 臨 尾鰤 黒鱗 ・ 黷 獻 嫡 磁 す 6 ． 昭和 ・2 年 7 牒 麟 岸
に て 探集。

c・遡埴 賊 ん とす 磯 鰓 鵡 尾鰭鰈 齢 黝 ・胤 全 く軼 して ゐ ・。昭 和 12靭 月鋪 源
川 に て 探集。
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樺太 の イ ワ ナ （工γア 蔘 マ ス と エ ゾ イ ワ ナ

　　　　　　　　　　　　tt　　　　　　　　　　　　　 第

・　 Saiveli7−u8 　 malma 　leucom（vaveis （PALLAS ），

　　A． ア メ マ ス の 幼型 に 酷似す る が ．
　 　 　 　 　

’”　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　
一
す る。本標本 は 特 に ，

・
1 示 す a 昭 和 】2 年 6 月多蘭泊川 に 於 て 綵集 ， ．　3．d
　　閲　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　t　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　「

B；

　
，CDr

2　囲　 版

丶

、

353

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　，　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　と
　　　　　　　　　　　　　　　　dWarf 正of 皿 m ゾ イ ワ ナ ．淡水型 （矮 小 型 ）

　　　　　　　　　　　脊鰭 に 黒 色帶 ， 尾鰭先端 に 黒縁 な く1 降海 せ ず 」

一
年 屮 河 川 に 棲息

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ト　　　　　　　　　　’

體 側 の 自 い 斑 點 小 ，さ く
一
，、且 っ 其 の 小 斑 點 の 周．圍に メ ラ ユン が 多 く．集 つ て ゐ る 揚 合 を

同 上 。
「
本標 本 は ， 髏側 の 白色 斑點 の 稍 々 大 な る 牢示す。　 　 、

同上 at 昭和 11 年 11 月多蘭泊川 に て 探集 ， み。　　　　　　　　　　
・
　 一　 ，．

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　’　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ロ
稚 魚 。昭 和 11 年 11 月多蘭泊 川 に τ 探 集 。何型 の 稚 魚 な る か は 不 明。

　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 ず　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
’

　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 ，　　し　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　，
」
　 、　 　 　

ヒ
　 　 Explandti ・ n ・ f　Plates

・　　　　　　　　　　　 、　　　 ノ　　　　　　 1　　 、　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
・

　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 ド　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
　　　　　　　　　　　　　　　　　ノ　 　 　 　 　 　 　 　 Pla るe 　 I　 　 　 　 　 　 　 ゴ　 『

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　‘‘A 皿 emasu 　
77

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 streams 　 and 　 later　 descends 　 t，o 　 the 　
’
sea ．

昭和 11 年 11 月多蘭泊）IIS・gて 探集 ， 3 。

　　S｛｛9vel’int‘s ・t，bαZm α lencomα enis （1｝

AL ∫．AS ），
　sea −run 　fQrm．

．A ．　 A 　y。 UIlg 　whi ¢ h　lives　iD　the

　　llas　a　dark　band 　and 　the 　caudal 　 end
，
　 a　da1・k　marg 重n 。

　　in ］lay ，
ユ937．　 The 　 scales 　 are 　 Qmi もted　in　aU 　figures

，

．．B ．　 A 　charr 　which 　has　 descended 七Q も1ヒe 　 sea ，

　　dark 　ln匙rgin 　of　the 　caudai 　end 　st，ill　remai η．
・C ． An 　 adult 　 fish　 which 　 has 　 aScended 　t，Q 　 tbe

「
river 　工Qr

The 　dergal 　fin

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　CaPt，ure ｛l　frOm　Tarandomari 　R ｛ver
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1937．
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